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１ はじめに 先行研究と本実践の位置づけ

本実践の対象となるのは、������ ���（������
����������������������������������������������）の

予備教育生である。���������は、半年間の日本

語と専門基礎教育の予備教育後に、学士課程に

進学する、��� 年の学部留学生プログラムであ

る。英語運用能力が高いこと、母語や英語によ

る専門知識も有していることが特徴である。た

だし、学習者の出身国・地域と日本とで教育内

容が異なる場合も多く、予備教育では、日本語

教育に加え、英語による専門基礎教育を行う。

専門基礎教育では未履修範囲を学ぶことで大

学での勉学に必要な知識を習得するが、分野に

よっては日本語の専門科目が必修であり、日本

語での講義理解力の向上が必須となる。専門講

義の理解には様々な困難点があるが、中でも専

門語彙の理解が難しいことが指摘されており

（阿久澤ほか� ���� など）、学部進学後に自律

的に語彙学習が行えるようになることを目指

し、予備教育における専門語彙教育の実践を行

った。また、専門語彙は分野ごとに大きな偏り

があることも指摘されており（松田� ����、小宮�
����など）、本実践は、これらの知見をもとに

行った。�
２ 授業の概要

対象者

������ ��� 予備教育生のうち、中級後半レベ

ルの �名を対象とする。到達目標は、�������

レベル相当の日本語運用力を習得することで

ある。学習者の志望学部・学科は様々である。�
授業で扱った科目・分野、話題

授業では、日本の中等教育で扱われる政治・

経済、数学、物理、化学、生物の専門語彙を取

り上げた。これらは概ね、中等教育あるいは予

備教育課程で学ぶものと重なる。ただし、分野

が多岐にわたるため、話題を絞る必要があった。

そのため、日本の中等教育の教科書を調べ、各

単元の冒頭にある「なぜ～なのか」「どうした

ら～できるか」といった「課題」を選定し、本

授業での話題として採用することとした。一つ

例を挙げるなら、「電子レンジでなぜ料理が温

まるのか？」である。その分野に関心を持つ学

習者は既有知識（電磁波、摩擦熱、水分子）を

使うことができ、苦手意識を持つ学習者も比較

的取り組みやすいのではないかと考えられる。�
使用教材および、教材作成の手順

教材として、（�）読解、（��）聴解、（���）発

展問題、の三つを作成した。ここでは（�）に焦

点をあてる。（�）読解教材は、中等教育の教科

書準拠の「教師用指導書」や新聞記事、入門書

などをもとに作成した。これを、日本語文章難

易度判別システム「������������」によりレベル

判定した上で、������ ��� 専門基礎科目担当教

員に確認を依頼し、記述内容に誤りがないか共

同で検討した。検討の際には、必要に応じて岡

田・佐々木（����）で示した方針に基づきリラ
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使用教材および、教材作成の手順

教材として、（�）読解、（��）聴解、（���）発

展問題、の三つを作成した。ここでは（�）に焦

点をあてる。（�）読解教材は、中等教育の教科

書準拠の「教師用指導書」や新聞記事、入門書

などをもとに作成した。これを、日本語文章難

易度判別システム「������������」によりレベル

判定した上で、������ ��� 専門基礎科目担当教

員に確認を依頼し、記述内容に誤りがないか共

同で検討した。検討の際には、必要に応じて岡

田・佐々木（����）で示した方針に基づきリラ

イトした。具体的には、《ア》文章の大意は変

更しない、《イ》専門語は難易度に関わらず変

更しない、《ウ》方針イ以外の言葉は学習者が

理解できるものに変更する、などである。専門

語彙の抽出には「言選���」を用いた。読解資

料を音声データ化し（��）聴解問題を作成した。�
授業の流れ

授業は週 �回、全 ��週行った。�回の授業

構成は図 �のとおりである。�
15分 前回の確認 聞く、話す

10分 導入 読む、話す ■中学・高校教科書の「課題」提示

30分 前半 聞く、書く、話す
■まとまった文章を聞き、メモをとる
■元のテキストを復元

35分 後半 読む、書く、聞く

■確認、修正
■語彙や文法、表現文型の説明
■Cと同じ語彙、表現を含む読解問題

宿題 読む、書く 自身の専門分野での使われかたを調べる

図 各回の授業構成

授業は、ノートテイキングと意味交渉を取り

入れた活動とした。方法として、ディクトグロ

スに着想を得た。ディクトグロスとは、�������
（����）が文法学習のために提唱した活動であ

るが、����������（����）は教室活動における語

彙の学習法に援用できること、協同学習を促す

活動としても期待できることを指摘している。�
活動 �では、中学・高校教科書の「課題」を

提示する。学習者は「課題」の答えをまず個人

で考え、その後、�～�人のグループで検討する。

話し合いの使用言語は自由とした。使用言語が

日本語以外であった場合、それに対応する日本

語の語彙を書き留めておくよう指示した。活動

�で用いる教材には、復元しないと解が導けな

いものも扱った。復元作業で用いる使用言語は、

日英いずれかとし、使用比率を先に決めておく

ように指示した。活動 �・� における教師の役

割は、ファシリテーターである。助言の内容と

して、例えば、使用辞書に関することがある。

学習者の多くは、辞書アプリやオンライン辞書

を使っている。しかし、専門語彙を調べる上で、

それらの辞書では十分でないこともあり、適切

な辞書注 �の候補を紹介することもあった。活動

�では、語彙や表現文型の説明を行った。宿題

は、学習者が進学予定の専攻分野の書籍を使い、

本授業で学んだ語彙や表現文型の用例を収集

することとした。専門書にある実際の用例に触

れてほしいということ、専門書に対する抵抗感

を下げてほしいということがねらいである。�
３ 考察

ここでは、学習者が書いた活動 �および �の

メモ、活動 �の後に各グループが完成させた復

元（板書）をもとに以下の二点を考察する。�
（�）日本語の使用率の変化�

学期 �回目までは、どのグループも日本語の

使用率は ��～��％であったが、回を重ねるごと

に増え続け、�� 回目には ��％に増加、�� 回目

以降は ���％だった。�
（�）未知語への取り組みかたの変化�

活動 � のグループワークでは、最初の頃は、

未知語は空欄にしていたが、�回目あたりから、

平仮名を書き、辞書で調べるなどして埋めるよ

うになった。例えば、���を取り上げた回では、

「産業」を知らなかった学習者が「さんじょう」

とメモを取っており、その後のグループワーク

での話し合いで正しい読みと漢字表記を導い

た。未知語類推ストラテジー（畑佐� ����など）

の成功例といえる。導入した �週後に語彙の定

着の確認を行った。全員が正答できていたこと

から、長期記憶として定着した可能性が高い。�
４ おわりに

本稿では、専門語彙学習に焦点をあてた授業

について報告した。実践では、ノートテイキン

グと意味交渉に重点をおいた活動を取り入れ

た。これらの活動を通じ、未知語でも、平仮名

でメモするような場面が徐々に多くみられる

ようになった。音声をもとに、辞書を引く練習

にもなったと考える。また、個人では再現が難

しかった語彙でも、グループであれば再現可能

なことが確認できた。さらに、話し合いにおい

て漢字や語句の説明といった産出機会が確保

でき、専門科目の演習でのディスカッションに

も備えることができたと考える。�

注

注 � オンライン辞書として「��� 科学技術用語日英対訳

辞書」（�����������������������������������������）、紙

辞書として『留学生のための理科系専門用語辞典』

（日本学生支援機構大阪日本語教育センター［編］、

����年、穂高書店）などを紹介した。�
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